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ワークショップ

UTI（Urinary Tract Infection：尿路感染症）は上部尿路感染（腎
盂腎炎）と下部尿路感染（膀胱、尿道、男性では前立腺）に分類さ
れる。今回膀胱炎や尿道炎による下部尿路症状に対する漢方治
療について考える。
下部尿路感染の場合、粘膜の炎症による症状として頻尿、尿意切
迫感、排尿時痛や残尿感が出現する。炎症が強くなると肉眼的血
尿や排尿困難が出現することもある。急性期の炎症で細菌尿があ
る場合は抗生剤を用いるのは勿論であるが、漢方を併用すると症
状のより早い回復がみられることが多い。また当初抗生剤のみで
治療し尿所見が改善しているにもかかわらず不快感や疼痛が持
続している場合にも漢方が良い適応となる。また、GSM
（Genitourinary Syndrome of Menopause：閉経関連尿路性器
症候群）の一症状としての繰り返す膀胱炎や、膿尿の再発などに
も漢方薬が奏功し再発を防ぐことができたという報告もある。現
在は医学部でも漢方医療が必修となり日常診療でも使用している
医師は多く、泌尿器科漢方研究会でも毎年膀胱炎症状に対する
方剤の報告がある。その中で、あまり証に関係なく最も頻用されて
いるのが猪苓湯である。猪苓湯の構成生薬である猪苓、沢瀉、茯
苓は水分代謝を促す利水作用があり、滑石には清熱作用、阿膠に
は止血、補血、滋陰作用がある（猪苓湯は動物実験により膀胱微
小循環の改善や尿路上皮下間質の浮腫軽減、尿路上皮剥離の改
善効果が確認されている）。それにより血尿を伴う排尿痛や残尿
感に適応があるが、より血尿が強くやや慢性期には補血薬の代表
である四物湯が加わった猪苓湯合四物湯が適応となる。精神的疲
労やストレスがあり体力がより低下して胃腸が虚弱な場合には清
心蓮子飲を用いると良い。滋養強壮作用の人参・黄耆や、心の熱を
冷まし気分を落ち着ける蓮肉が含まれており、地黄が含まれてい
ないため先のような適応となっている。より炎症や症状が強い場
合には五淋散や竜胆瀉肝湯を用いる。五淋散は11種類の消炎・鎮
痛・解熱・利尿作用のある生薬が含まれ、芍薬、当帰、生甘草により
猪苓湯より鎮痛効果が高い。体力が比較的あり冷えのない場合は
竜胆瀉肝湯を用いる。通常急性期に用いるため連用しないことが
多いが、この二つは「山梔子」を含んでおり、5年以上の使用で腸間
膜静脈硬化症を起こす可能性が報告されているため長期使用に
は注意が必要である。高齢者でより体力が低下し冷えや疲れがあ
る場合は八味地黄丸や牛車腎気丸を使用する。牛車腎気丸は、八
味地黄丸に止血や止痛効果のある牛膝と、利尿や消炎作用のあ
る車前子を含んだ方剤で、頻尿、排尿困難に適応がある。上記の
中で、八味地黄丸、牛車腎気丸、五淋散、竜胆瀉肝湯、猪苓湯合四
物湯は「地黄」を含んでいるため胃部不快感や下痢など消化器症
状には注意する。泌尿器科医として日常的に出会う尿路感染に伴
う下部尿路症状に漢方製剤を用いることにより、症状のより早期
の改善、細菌尿改善後の不快感の軽減、繰り返す尿路感染の再発
防止など、患者のQOLの改善に寄与できることができると考えら
れる。

GSM（genitourinary syndrome of menopause）は2014年に北米

閉経学会と国際女性医学学会が共同でリリースした臨床概念で、

わが国では、閉経関連泌尿生殖器症候群、もしくは閉経関連尿路

性器症候群　などの訳語が指定されている。GSMの指す状態は、

外陰腟萎縮と何ら変わりがない。

エストロゲン欠乏により腟の粘膜は萎縮し粘液が減り、性生活に

適しない状態になる。更年期医療の関係者は20世紀最後の四半

世紀からこのことに注目していた。GSMの診断要件は、《外陰部と

腟の違和感》 《性生活の障害》 《下部尿路機能障害》のいずれか

が自覚され、自覚症状が苦痛を与えており、他の原因が見当たらな

いことである。閉経に伴う性機能の低下という課題が強調されて

いたことがわかる。

《外陰部と腟の違和感》については、GSMの症状と見なし得るかど

うかには少々疑問が残る。2０代から40代にかけて帯下や外陰部

の痒みなどの局所症状を自覚する人は増えるが、50歳以降の閉経

移行期を過ぎるとこれらの自覚症状は減る。これらはエストロゲン

欠乏というよりも体形変化（陰唇の垂れ下がり）、月経不順，パッド

の使用などに関連している可能性がある。

次に《性生活の障害》 についてであるが、閉経移行期から先、性機

能の維持には生殖医学的意義はなく、一般人口の性生活への関

心もどんどん下って行く。「性生活に適しない状態になるのを手を

こまねいて見ているのがいけないのだ」と性医学関係者は抗弁す

るが、どれだけのニーズがあるかは未知である。

若い女性におけるエストロゲン欠乏は、リアルタイムで性生活の障

害となって現れる。乳がんの治療を受ける女性では、複数の要因

が重なり性機能の低下が重荷となりやすい。出産後に授乳する女

性は数ヶ月間エストロゲン欠乏状態になり、この間、尿失禁、性交

痛、出産時からの創痛などを治療しようとするとエストロゲン欠乏

状態がハードルになる。かかる状態をGenitourinary syndrome 

of lactation と呼ぶ人もいる。

《下部尿路機能障害》は言うまでもなく、明らかなunmet needs と

なっている。閉経後の腟には慢性炎症が起こりやすく、腟は鉛管

状に硬化する。慢性炎症の要因は、加齢、エストロゲン欠乏、不衛

生な前庭部と腟などである。隣接する尿道も異変に巻きこまれ、刺

激症状や機能低下を呈しているはずであるが、残念ながらあまり

研究されていない。

‒17 ‒

genitourinary syndrome
その診療の役割と課題

中田　真木
三井記念病院

1 UTI による女性下部尿路症状に対する
　 漢方治療

相島 真奈美
原三信病院


